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"Old Times on the Mississippi"

PilotWileyと 彼 の 物 語

藤 崎 睦 男

AtlanticMonthlyの 編 集 者WilliamDeanHowellsは"ATrueStory"の

成 功 の 後,同 様 の 小 品 の 投稿 をTwainに 求 め て 来 た。Twainは1874年10月24

日の 手 紙 で一 旦 は 断 っ た が,そ の 直 後 に"oldMississippidaysofsteamboat-

ingglory&grandeurasIsawthem(during5years)ノ 勿 窺thepilothozese"

につ い て 書 きた い 旨 を伝 え て い る(SmithI,31-34)。 そ して 翌 年1月 か ら6

月 及 び8月 の計7回 に わ た って 同 誌 に連 載 さ れ た の が"OldTimesonthe

Mississippi"で あ る。 この 連 載 は か ね て か ら構 想 され て い た本 の 形 へ と発 展

して,1883年 に はLzfeontheMississiPPiと して上 梓 され る こ と に な るが,

こ の 時"01dTimes"は7回 分 の 連 載 をそ れ ぞれ 二 分 して 計14章 に 分 割 さ れ,

言 い 回 しや 名 前 な ど に若 干 の 変 更 が 加 え られ た以 外 は ほ とん ど従 来 の形 の ま

ま,Lzfeの 中 の4章 か ら17章 と して組 み 込 ま れ た(Rasmussen345)。1》

Twainは1857年 に 見 習 い とな っ て か ら59年 に 免 許 を取 得 す る ま で 多 くの

水 先 案 内 人 の 下 で修 業 した。 彼 は こ の 時 の 経 験 で物 語 や 伝 記 や 歴 史 に描 か れ

る 多様 な 人 間 性 の ほ とん ど全 て の タ イ プ を直 接 知 る こ とが で き,今 日 まで 役

立 て て い る と述 べ て い る(217)。 二 年 余 の 見 習 い と して の 生 活,と りわ け 先

輩 水 先 案 内人 達 との 出会 い が 後 の 作 家 と して の経 歴 に いか に大 き な意 味 を も

っ て い るか を物 語 る もの で あ る。Twainは 少 な く見 積 もっ て も九 人,多 分 十

四 人 に も及 ぶ と思 わ れ る水 先 案 内 人 の 下 で 技 術 を修 得 し た(Branch,"Old

Times"74)が,作 品 の 中 で 言 及 さ れ る人 物 の数 は極 め て少 な い 。 そ の 中 で

HoraceBixbyとMr.Brown(ま た はBrown)の 二 人 は 特 に重 要 な役 割 を担

っ た 存 在 と見 な され て 来 た。前 者 は最 初 にSamが 師 と選 ん だ 人 物 で あ り,彼

が 一 人 前 の 水 先 案 内 人 へ と成 長 す る過 程 の 随 所 で登 場 す る の で そ の 重 要 性 は

明 らか で あ る。 後 者 も13章 で は 完 全 記 憶 能 力 者 と して 描 か れ た こ とに よ り

RoughingItのJimBlaineと の 関 連 に お い て 言 及 され,ま た18・19章 で は 少

1)"OldTimesontheMississippi"か らの引用お よび頁数は 、LzfeontheMississipPiに

よる。以下"OldTimesontheMississippi"は"OldTimes",乙 施oηtheMississippi

は ゐ舵 と表記す る。
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年Samを 虐 待 す る暴 君 と して登 場 し,や が て はPennsylvania号 爆 発 に よ る

弟Henryの 死 へ とつ な が っ て行 く事 件 の 発 端 に 関 わ っ た 人物 と して 注 目 さ

れ て きた。

BixbyはSamに 水 先 案 内 とい う職 業 の 基 本 か ら教 え一 人 前 に 育 て上 げ た

第 一 の 師 で あ っ た。か け だ しの少 年 に とっ て は"truepilot"で あ り,"hispride

inhisoccupationsurpassestheprideofkings"(92)と い う言 葉 に 示 さ れ

る よ うな 独 立 心 と力 を象 徴 す る理 想 の 人物 だ っ た。 そ して 彼 の徹 底 した観 察

と記1意 を基 礎 とす る"pilotingasascience"(122)に よ っ て少 年 に もの を見

る 目 を教 え,ま た水 先 案 内 に慣 れ 慢 心 した 時 に は 自 らの 自信 と勇 気 の 欠 如 を

思 い 知 らせ る(159-165)。 こ の よ う に 時 に は 厳 し く少 年 の 成 長 を助 け る

Bixbyは 単 な る操 船 上 の 師 で は な く,人 生 のinitiationお け るmentor的 役

割 を果 た して い る。 一 方BrownはSamを 徹 底 的 に い じめ 抜 く暴 君 で あ り,

Huckの 父 親Papの よ うに その 暴 力 に は 正 当 な 理 由 が な い 。そ してPapと 同

じ く非 業 の死 を遂 げ る。彼 の暴 力 に 対 してSamも 力 に よ っ て 反撃 す るが,そ

の 喧 嘩 は 弟Henryの 死 を呼 び 寄 せ た も の と して,彼 に終 生 後 悔 の 念 を抱 か

せ,人 生 観 に 暗 い影 を落 とす の で あ る。DeLanceyFergusonは 次 の よ うに 指

摘 し て い る。

や が て 国 民 的 作 家 と して 成 功 をお さめ るTwainに と っ て,Bixbyが 人生 を

積 極 的 に 生 きて行 くた め の 出 発 点 を提 供 し た とす れ ば,Brownは 人生 に 潜 む

悪 の 存 在 を 認 識 させ た と い う意 味 で や は り同 じ くTwainの 師 た る資 格 を有

す る と言 え るだ ろ う。

も う一 人,第 三 の 師 が 存 在 す るの だが,彼 は上 記 の 二 人程 は 少 年Samと の

関 わ りに お い て 直 接 的 な 影 響 を与 え る こ とは な く,た だ特 異 な 人物 と し て言

及 され,逸 話 の 中 に登 場 し て く るの み で あ り,し たが っ て,こ れ まで あ ま り

重 要 視 され なか っ た。 そ のStrotherNimrodWiley(1814?-1899)は7章 と

Over and over in his dark moods he would review the Ifs—if he had not 

quarreled with Brown, if Captain Klinefelter had been able to get 
another pilot at New Orleans, .  .  . In this first of the many blows which 

life would deal him through his affections he first felt the mood of 

Captain Ahab, cursing the inscrutable malice of the universe which had 

wounded him. (Ferguson 53)
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8章 で はMr.W,14章 で はStephenW,17章 で はStephenと して

作 品 に登 場 して い る。彼 はVirginia生 ま れ で,18歳 の 頃 か ら水 先 案 内 人 と し

て西 部 の 大 小 の 河 川 を渡 り歩 い た 後,最 後 にMississippi川 に 腰 を 落 ち着 け

た。 仲 間 か ら は"thePilotoftheMississippi"と 呼 ば れ 敬 愛 され た。1852年

名 誉 給 付 金 授 与 式 で の 賛 辞 で は"Kindheartedlydividinghismoneywith

anyneedycomrade,andsustainingtheafflictedasmuchbyhischeerful

toneofsympathyasbyhisungrudgedgifts"("ProposedCalendar"25)

と他 人 に 対 して物 心 両 面 の援 助 を惜 し まな い 人 物 で あ る こ とが 述 べ られ て い

る。1857年 に は,Lzfeの15章 で も詳 し く語 られ る水 先 案 内 同業 組 合・(Twain

も加 入 して い た)の 前 身,St.LouisandNewOrleansPilots'Association

の 初 代 組 合 長 に選 ば れ た程 で あ るか ら,人 望 が 厚 か っ たの は確 か で あ ろ う。

彼 は組 合 長 に 就 任 す るや 直 ち に 積 極 的 な 活 動 を 開 始 す る,"Wileychaired

thepilots'meetinginAugust1857thatpassedanexplosiveresolutionon

pilots'wages,thebeginningofpressurethateventuallybroughtthe

steamboatownerstoterms."("ProposedCalendar"25)経 営 者 側 に圧 力

をか け い わ ゆ る賃 上 げ 闘 争 を指 揮 し た の で あ る。 また 彼 は 有 能 な水 先 案 内 人

で あ っ た ば か りか,物 語 の 才 が あ りバ イ オ リン を良 く弾 い た とい う こ とか ら,

実 務 に優 れ た だ け で は な く,か な り人 間 味 あ ふ れ た幅 の 広 い 人物 像 が 浮 か び

上 が っ て くる。

以 上 の よ う な 当 時 の仲 間 に よ る評 価 や 彼 の社 会 的 地 位 な どか ら類 推 して 必

然 的 に形 成 され るWileyの 人物 像 は,実 はTwain自 身 に よ る描 写 か ら判 断

で き る もの と はか な り異 な っ て い るの で あ る。"OldTimes"の 中 で は む しろ

Wileyの 奇 行 の 方 が 強 調 され て い る。

 Most of the captains and pilots held Stephen's note for borrowed 

sums, ranging from two hundred and fifty dollars upward. Stephen 

never paid one of these notes, but he was very prompt and very zealous 

about renewing them every twelve month. 

 Of course there came a time, at last, when Stephen could no longer 

borrow of his ancient creditors; so he was obliged to lie in wait for new 

men who did not know him. Such a victim was good-hearted, simple-

natured young Yates . . . (211)
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Yatesは 借金返済を求めてStephen(Wiley)を 何週間 も追いまわすが,結 局

言い くるめられて取 り立てを諦めて しまう。す ると今度は攻守所 を変 えて

Stephenが 返済できない言い訳をす るためYatesを 追い回す という話 であ

る。ここに描かれるような誰彼かまわず借金 し,決 して返済 しないStephen

は,貧 しい仲間に金銭的援助 を惜しまなかった実在の男の慈善家的人間像 と

は大 きな隔たりがある。さらに肝心の水先案内の業務に関 しても,責 任感の

欠如 した人物 として描かれている。ある夜,Bixbyと の勤務交代時間に遅れ

て来たWileyに ついてTwainは,

と書いている。交代の時間に遅れることは水先案内にとって大罪であり,し

たがってBixbyが 怒って無言で操舵室 を出て行 くのは当然の行動だった。ま

た別の場面では,Samの 乗った船は日没前にCairoに 着 くように大急 ぎで川

を下っていたが,

(94-95)

船が座礁 した理由は,技 術の未熟さかそれ とも他の原因か定かではないが,

いずれに しろ船 を座礁させ るとい うMr.W(Wiley)の 失態は同乗 して

いた多数の水先案内人に目撃 された。 しか も,目 的地到着の遅れによって彼

らの所属する船の多くが出航できない場合,経 営上の損害を起 こしかねなか

ったのである。結局はWileyか ら舵輪 を取 り上げたBixbyの 離れ技によっ

て船は遅れを取 り戻すことができたが,脇 に追いや られたWileyの 影はます

 Mr. W----came on a watch full twelve minutes late on this particu-

lar night,—a tremendous breach of etiquette; in fact, it is the unpardon-

able sin among pilots. So Mr. Bixby gave him no greeting whatever, but 

simply surrendered the wheel and marched out of the pilot-house 

without a word. (106)

But Mr. Bixby's partner, the other pilot, presently grounded the boat, 

and we lost so much time getting her off that it was plain the darkness 

would overtake us a good long way above the mouth. This was a great 

misfortune, especially to certain of our visiting pilots, whose boats 

would have to wait for their return, no matter how long that might be.
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ます 薄 くな っ て し ま っ て い る。Twainの 描 くW1leyの 描 写 か ら読 者 が 受 け

る もの は,金 銭 的 時 間 的 に だ ら しが な く,水 先 案 内 人 と して は 腕 も未 熟 で,

仲 間 の 信 頼 もな い 男 と い う イ メー ジ で あ ろ う。 しか しTwainは 別 の 場 所 で

は 以 上 の よ う なWileyの 性 格 や 行 動 を む し ろ プ ラ ス の イ メ ー ジ に 転 換 し て

い る。

豪 放 嘉 落 で 気 の い い 楽 天 家,独 立 精 神 旺 盛 な腕 利 きの 水 先 案 内 とい う性 格 づ

け に よ っ て,本 来 は 非 難 さ れ るべ き 多方 面 か ら の借 金 や 操 船 の失 敗 もそ の 重

大 性 を失 い,か え って 彼 の 型破 りな行 動 は 人 間 の幅 を示 す 魅 力 と な っ て い る。

こ の 引 用 部 分 はWileyとCaptainYと の 逸 話 の 前 置 きで あ っ て,そ の 逸

話 で は 彼 の 奇 行 に よ る 反 抗 が 船 長 自 身 の 嘆 き を交 え て 語 ら れ る よ う に,

Wileyの 奇行 は権 威 に 対 す る 時,一 つ の有 効 な手 段 とな る可 能 性 を秘 め て い

る。以 上 の よ う に見 て くる と,TwainのWileyに つ い て の 評 価 は,少 な く と

も作 品 内 で は一 定 で は な い 。WileyはTwainに と って どの よ う な位 置 付 け

が な され るの か。 この 答 え を得 る た め に は 始 め にTwainが"OldTimes"を

書 い た 意 図 を探 る こ とが 必要 で あ る。

こ の 作 品以 前 にTwainはThelnnocentsAbroad(1869)とRoughingIt

(1872)の 自伝 的 と言 え る体 験 記 を書 き成 功 を得 て い る。 い ず れ も無 垢 が 経 験

に 出 会 う結 果,こ れ ま で 抱 い て い た夢 が 現 実 に よ って 幻 滅 に 変 え ら れ て行 く

とい う構 造 を持 って い る。 同 じ 自伝 的 色 彩 の 強 い"01dTimes"も 同様 の 形 式

を踏 襲 して い る と言 え よ う。 しか し前 二 作 品 に お け る無 垢 とは ヨー ロ ッパ と

い う異 文 化 また は 西 部 とい う未 知 の 土 地 に対 して 成 立 す る もの で あ り,そ れ

に 直 面 す る個 人 は 既 に様 々 な人 生 経 験 を経 て 来 た 一 人 前 の 大 人 で あ っ た 。 つ

He was a gifted pilot, a good fellow, a tireless talker, and had both wit 

and humor in him. He had a most irreverent independence, too, and was 

deliciously easy-going and comfortable in the presence of age, official 

dignity, and even the most august wealth. He always had work, he 

never saved a penny, he was a most persuasive borrower, he was in debt 

to every pilot on the river, and to the majority of the captains. He could 

throw a sort of splendor around a bit of harum-scarum,  devil-may--care 

piloting, that made it almost fascinating—but not to everybody. (171-
172)
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ま りこ の場 合 の 無 垢 とは 新 た な状 況 に 立 ち 向 か う時 の作 者 特 有 の ポー ズ で あ

りレ ト リッ ク で あ っ た 。 こ れ に 対 し,"OldTimes"で は 文 字 通 り無 垢 な少 年

が 水 先 案 内 見 習 い と して の 経 験 を通 し一 人 前 とな っ て 大 人 社 会 に参 入 して行

く,と い うinitiationの 物 語 が 語 ら れ る。そ の 目的 の た め に 作 者 は い くつ か事

実 とは 異 な る設 定 を して い る。 まず 作 品 の 冒頭,"WhenIwasaboy,there

wasbutonepermanentambitionamongmycomradesinourvillageon

thewestbankoftheMississippiRiver.Thatwas,tobeasteamboatman."

(62)で 始 ま り,水 先 案 内 とい う職 業 に あ こが れ たHannibalの 少 年 時 代 の 思

い で が 語 られ る。そ の 後 何 カ 月 か の 時 間 の経 過 が あ り,SamはCincinnatiか

らMississippi川 の蒸 気船 に乗 り込 む 。

実 際 にTwainが 故 郷 のHannibalを 後 に し熟 練 印刷 工 と し て旅 に 出 た の は

1853年6月 十 七 才 の 時 で,Cincinnatiを 出発 し蒸 気 船PaulJonesで ア マ ゾ ン

行 きの ためNewOrleansに 向 か っ た の は1857年4月 で あ っ た 。 彼 は船 上 で

Bixbyと 知 り合 い,ア マ ゾ ン探 検 は あ き らめ 授 業 料 五 百 ドル を支 払 う約 束 で

彼 の水 先 案 内見 習 い とな る。 この 間 実 際 に は 四 年 とい う年 月 が過 ぎ た に もか

か わ らず,Twainは"Monthsafterward"と 時 間 の 経過 を曖 昧 に 短 くす る こ

とに よ って,十 七 八 才 で見 習 い に な っ た よ うな 印 象 を与 え て い るが,事 実 は

こ の 時Twainは 既 に 二 十 一 才 に な っ て い た 。 した が っ て 蒸 気 船 に 乗 り込 ん

だ の は,田 舎 か ら 出 て来 た ば か りの 少 年 で は な く,既 に 四 年 間St.Louis,New

York,Philadelphiaな どの 大 都 市 を働 きな が ら旅 を し て十 分 な 経 験 を積 ん

だ,少 な く と も無 垢 な どで は あ り得 な い れ っ き と し た大 人 で あ っ た。 ま た こ

の 時 三 十 一 才 のBixbyに つ い て も"hewasnotmorethanthirty-four"(103)

 Months afterward the hope within me struggled to a reluctant death, 

and I found myself without an ambition. But I was ashamed to go home. 

I was in Cincinnati, and I set to work to map out a new career. I had 

been reading about the recent exploration of the river Amazon by an 

expedition sent out by our  government.... I would go and complete the 

exploration of the Amazon. This was all the thought I gave to the 

subject. I never was great in matters of detail. I packed my valise, and 

took passage on an ancient tub called the "Paul Jones," for New 

Orleans. (70)
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と述 べ る こ とで,作 者 は 実 際 の年 齢 よ り も三 才 年 長 に 設 定 して い る。2)した が

っ て 二 人 の 年 齢 差 は 本 来 十 才 で あ っ た に もか か わ らず,作 品 中 で は 十 七 才 と

な る。 人 生 経 験 を積 ん だ 熟練 水 先 案 内 人 に 対 して彼 の 半 分 の年 齢 で しか な い

若 い 未 熟 な少 年 とい う明 確 な 対 比 を作 り出 す こ とに よ って,initiationの 物 語

を よ り鮮 明 に 描 こ う とす る計 算 が 見 られ るの で あ る。"OldTimes"は 自 らの

体 験 に 基づ き なが ら も虚 構 的要 素 の 大 きい 作 品 と言 え る。

Sam少 年 は徹 底 的 に 未 熟 で臆 病 者 に 描 か れ るの に対 して,Bixbyは 少 々 怒

りっぽ い な が ら も,滅 法 腕 の い い 水 先 案 内 人 と して描 か れ る。 彼 の 操 縦 技 術

は 少 年 に と って は神 業 に 近 い。 あ る漆 黒 の 闇 夜 にプ ラ ン テ ー シ ョン 内 の 目標

地 点 に正 確 に 船 が 横 付 け され た 時,"Well,thefindingofthatplantationwas

theluckiestaccidentthateverhapPened;butitcouldn't[sic]hapPen

againinhundredyears.AndIfullybelieveditwasanaccident,too."(88)

と,Samは あ ま りに もの 見事 さ に この 結 果 を偶 然 と しか考 え る こ とが で き な

い 。しか しBixbyの 腕 前 が客 観 的 にSamに 示 され る時 が 来 る。それ は 彼 が 複

雑 で 危 険 極 ま りな いHatIslandの 水 路 を夜 間 に,見 事 に渡 り切 っ た と きで あ

っ た 。や り遂 げ た 瞬 間,"suchashoutaswentupatMr.Bixby'sbacknever

loosenedtheroofofapilothousebefore!"(98)と 人 々 の 天 井 をゆ らす程 の

喚 声 が 少 年 の 耳 に 響 き,さ らに,"ThelastremarkIheardthatnightwas

acomplimenttoMr.Bixby,utteredinsoliloquyandwithunctionbyone

ofourguests.Hesaid:一`BytheShadowofDeath,buthe'salightning

pilot!'"(101)と 同 業 者 の 賛 辞 を聞 くに 至 るや,Bixbyに 対 す るSamの 畏 敬

の 念 は不 動 の もの とな る。この よ うにBixbyの 腕 前 は船 に 同乗 して い た大 勢

の 水 先 案 内 人 に よ っ て 称 賛 さ れ る こ とで客 観 的 に確 認 され た。 そ れ ば か りか

Bixbyの 見 習 い で あ るSamに と っ て は,自 らの 師 が 称 賛 され る こ とは そ の

ま ま 自分 が 褒 め られ る こ と と大 差 は な か っ た。 な ぜ な らTomSawyerの ご

と く大 衆 注視 の 中 で"showingoff"す る こ とに あ こ が れ て 水 先 案 内 見 習 い と

な っ たSamに して み れ ば,い わ ば 身 内 と して のBixbyに 未 来 の 自分 の 姿 を

重 ね 合 わせ る こ とで 自 らの 虚 栄 心 を満 足 させ る こ とが で き るか らで あ る。 こ

の こ とは ひ い て はTwain自 身 が 水 先 案 内 とい う職 業 を誇 る こ とに もつ なが

る。Sam少 年 を あ く ま で も未 熟 な 見 習 い に す る こ とに よ って,反 対 にBixby

の 技 術 を際 立 たせ る こ と,こ れ こ そや が て 自 ら も免 許 を取 得 し一 人 前 の 水 先

案 内 人 とな っ たTwain自 身 の 水 先 案 内 と し て の 経 歴 をか ざ る こ と に ほ か な

2)Ferguson51;Branch,"OldTimes"77-78参 照。
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ら な い。3)

水 先 案 内 人 に な る た め の個 人 教 育 を受 け て来 た 見 習 い が,知 識 を修 得 し あ

る程 度 の 技 術 を もつ よ うに な る と,日 常 の 業 務 は 無 難 に こ な す よ うに な る。

しか し予 期 せ ぬ 困 難 に 直面 し た場 合 に 必 要 な 自信 と勇 気 が まだ 試 さ れ て い な

い。 その た め一 つ の 儀i式が行 わ れ る。"pilotswiselytrainthesecubsby

variousstrategictrickstolookdangerinthefacealittlemorecalmly.A

favoritewayoftheirsistoplayafriendlyswindleuponthecandidate."

(159)Bixbyは 操 舵 室 にSam一 人 を置 き,彼 の 心 の 中 に不 安 を芽 生 え させ

る よ う な言 葉 を残 し て去 っ て 行 く。 船 長 や 船 員 た ち と示 し合 わ せ,航 行 に 十

分 な 水 深 で あ るに もか か わ らず,測 鉛 手 に 偽 の情 報 を伝 え させ る。 安 全 な 水

路 で あ る こ と十 分 認 識 して い た に もか か わ らず,舵 輪 を持 つSamの 自信 が

揺 ら ぎ始 め,や が て 混 乱 し恐 慌状 態 に 陥 る。 そ の 時,

Samの 未 熟 さ も ま た衆 人 注 視 の 下 に さ らけ 出 され る。 彼 に と っ て こ の 事 件

は,JamesM.Coxも 指 摘 す る よ うに,"theendoftheapprenticeship,the

lasttortureoftheinitiation"(123)で あ っ た。 この 逸 話 に お け るSamは

"practicaljoke"の 罠 に1まま
っ た"dupe"(Cox124)で もあ る。Twainの 作

品 の 中に 形 を変 え 再 三 現 れ る状 況 で あ るが,多 くの場 合jokeを か け る側 に は

相 手 の 高 慢 の 鼻 を折 り,恥 をか か せ よ う とす る 意 図 が 第 一 に あ り,か け られ

た側 に は屈 辱 感 が 残 る の み で あ る。しか しBixbyの 真 の 目的 は こ れ まで の 教

育 と訓 練 の仕 上 げ とな る最 後 の"agoodenoughIesson"(165)をSamに

与 え る こ とに あ っ た。Twain自 身 も"afriendlyswindle"と,か か る行 為 が

悪 意 の な い もの で あ る こ と を明 言 して い る。恥 をか か さ れ た と抗 議 す るSam

に対 し て,Bixbyは 次 の よ うに 答 え る。

HoraceBixby,..."(880)と 指摘 してい る。

 I heard the door close gently. I looked around, and there stood Mr. 

Bixby, smiling a bland, sweet smile. Then the audience on the hurricane 

deck sent up a thundergust of humiliating laughter. I saw it all, now, 

and I felt meaner than the meanest man in human history. (164)

 3 Brude It, "the writer's great and persistent need for authority and power was 

unequivocally, if temporarily, satisfied by his imaginative identification with
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Bixbyの 教 訓 に は水 先 案 内 の世 界 に 限 らず,人 生 一 般 に 当 て は ま る普 遍 性 が

見 られ る。 既 に神 業 的 操 船 技術 と仲 間 か らの 称 賛 に よ っ てSamの 心 の 中 に

揺 る ぎ な い位 置 を 占 め て い た 師Bixbyの 言 葉 は 身 に しみ た は ず で あ る。

Twainは 自 らの 修 業 時代 の 苦 しい 経 験 を嘲 笑 の 対 象 と しな が ら も,同 時 に そ

れ が 自分 に 与 え た成 果 を も示 して い る の だ 。 社 会 的 に は 作 家 と して の 名 声 を

得,結 婚 に よ っ て 東 部 の 上 流 階 級 へ の仲 間 入 り も果 た したTwainに と っ て

は 自 らの 無 名 時 代 を嘲 笑 す る こ とに は な ん の 痛 痒 も感 じ な い は ず だ 。 む しろ

高 所 か ら過 去 を見 下 ろ し なが ら,当 時 は屈 辱 で あ っ た 出 来事 を笑 劇 へ 変 質 さ

せ る こ とに よ っ て,つ ま り愚 か で世 間 知 らず の 少 年 と腕 利 きの 賢 明 な 水 先 案

内 人 とい う正 反 対 の 人物 像 を作 り,二 人 のや り と りを ア イ ロニ カ ル に 描 くこ

とに よ っ て 自分 の 修 業 時代 を直 接 的 に 誇 る事 な く,現 在 の 自 己 を作 り上 げ た

遠 い 一 時 期 の体 験 の 総 体 を肯 定 し ょ う と試 み て い るの で あ る。

この よ うに 二 人 に両 極 端 の 役 割 を演 じさせ た 結 果,経 験 豊 富 な水 先 案 内 人

と未 熟 な見 習 い とい うイ メー ジが 作 品 の 中 に定 着 して し ま うが,事 実 は か な

り異 な っ て い た 。Branchは,"Consideringtheunavoidablehazardsof

nineteenthcenturysteamboating,apilot'ssafetyrecordisnotnecessarily

anaccurategaugeofhisskill"と 述 べ,当 時 の蒸 気船 航 行 の 危 険 性 を考 慮 に

入 れ な が ら も,"EvenBixbyhadhisshareofmajoraccidents ,including

thesinkingoftwosteamboats,theBertrandandtheCityofBatonRouge ,

whilehewasonduty."("MarkTwain"30)とSamに とっ て は 神 の ご と

きBixbyも,実 際 に は事 故 を 免 れ る こ とが で き なか っ た事 実 を指 摘 し て い

る。 しか も船 を沈 没 させ る とい う大 事 故 が 二 件 含 ま れ るの で あ れ ば,Twain

の 作 り上 げ た 腕 利 き の 水 先 案 内 人 と い う 人 物 像 か らは か な りか け 離 れ る。

Twainは1859年4月9日 に 水 先 案 内 の 免 許 を 取 得 し た。 し か しFerguson

が,"Curiouslyenough,hehadnothingwhatevertosayabouthisexperi-

encesasaIicensedpilot....Sofarashispublishedwritingsarecon・

cerned,thetwoyearsduringwhichsomecriticssupposehimtohavebeen

happiestareabiographicalblank ."(212)と 指 摘 す る よ うに,"OldTimes"

You should n't [sic] have allowed me or anybody else to shake your 

confidence in that knowledge. Try to remember that. And another 

thing: when you get into a dangerous place, don't turn coward. That is 

n't [sic] going to help matters any. (165)
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の 中 で語 られ て い る時期 は ま だ彼 が 見 習 い で あ っ た期 間 に 限 られ,不 思 議 な

こ とに免 許 取 得 後 の一 人 前 の 水 先 案 内 と して の行 動 は他 の作 品 の 中 で も語 ら

れ る こ とは な い 。 し たが っ て,Twainの 操 船 技術 の 程 度 は他 の 資 料 か ら推 し

量 るほ か な い 。 この 時 期,Twainが 水 先 案 内 人 と し て乗 り組 ん だ船 の事 故 に

つ い て,Branchは 以 下 の よ うに 指 摘 す る。

Branchが 述 べ て い る状 況 か ら判 断 す る と,Twainの 事 故 はBixbyの 事 故 に

比べ れ ば 件 数 も少 な く軽 微 な もの で あ る こ とが わ か る。 二 件 の 軽 い接 触 事 故

又 は衝 突 が船 長 の 責 任 で あ る とす れ ば,彼 の 起 こ し た もの は 霧 と煙 の 中 での

一 件 の 座 礁 事 故 の み で あ る
。彼 は"OldTimes"の 中 のBixbyの よ うに 離 れ 業

を行 う"alightningpilot"で は な い か も しれ な い が,か とい ってSamの よ う

に い つ ま で も未 熟 な見 習 い で は決 して な い,少 な く と も技術 的 に は信 頼 す る

に 足 る堅 実 な 水 先 案 内 人 で あ っ た と考 え ら れ る。4)し か し,"OldTimes"の 中

で 彼 が 語 る の は は あ く まで も水 先 案 内 見 習 い 時代 に つ い て で あ る。 未 熟 な見

習 い と神 業 的 能 力 を も った 師 を対 比 させ 典 型 的 なinitiationの 物 語 を下 敷 き

に し なが ら,ユ ー モ ア とア イ ロ ニ ー を込 め て修 業 時 代 を描 く とい う 目的 の た

め,二 人 は 話 を進 め るた め の 手 段 化 し,あ ま りに も役 割 とい う型 に は め られ

4)Fergusonが,"Muchfutileinkhasbeenusedto`prove'thatSamClemenswas

neveragoodpilot."(53)と 指摘す るように,Twainの 水先案 内人としての能力に

ついては疑 わしい とされて来た。Fergusonは これには否定的で,Twainが 競争の激

しい時代に水先案 内人として"fullemployment"の 状態 を持 続 し,家 族に度々金銭

的援助 をしていた事実 を理由に,彼 の能 力を認めている。そ してその能 力を時 とし

て十分 に発揮で きなか った訳を,彼 の豊かす ぎる想像力のため,あ ま りに"thepos-

sibleconsequencesofanerror"を 気に し過 ぎ,"ironserenity"を 維持す ることが

できなかったか らだ,と 説明す る(53-55)。最近 ではBrudeのTwainは 水先案内 と

しては失敗 との主張 に対 し,Branchは 反論 を加 えている("MarkTwain")。

Clemens' accidents were very few and were not serious. They included 

a grounding of the Alonzo Child in dense fog and sugar cane smoke on 

the lower river, and two harbor collisions—one at New Orleans with an 

unknown boat and the other at Cairo, a slight contact with the Jacob 

Poe. Each of the harbor collisions occurred while Clemens was follow-

ing the direct orders of the captain in command, who bore responsibility 

for the mishap. ("Mark Twain" 30)
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過 ぎた た め,現 実 とは か な りか け 離 れ た 人物 と状 況 が で き あが っ て しま っ た 。

し たが っ てBixbyとSamの 描 写 か ら抜 け 落 ちた 部 分,つ ま り実 際 にTwain

が 見 た,自 分 自 身 も含 め た一 般 的 な 水 先 案 内 人 を描 くこ とが 必 要 と な る。 そ

して そ の よ う な人 物 を代 表 す る もの と してWileyを 登 場 させ た と考 え る こ

とが で き る。

Twainは1862年 か ら1864年 に か け てNevada州VirginiaCityでTerrito一

磁1E漉 ゆ 万s6の 記 者 で あ っ た が,同 じ記 者 仲 間 の 一 人SteveGillisに ,"As

forMarkTwain,hispetdelusionisthathewasonceapilotonthe

Mississippiriver,andthatheusedtorunontheAleckScott,andotherbig

boats,betweenSt.LouisandNewOrleans"と か らか わ れ る と,Twainは

怒 っ て抗 議 した とい うこ と で あ る。Branchは こ の こ とに つ い て 次 の よ うに

述 べ て い る。

Twainは 仲 間 に水 先 案 内 時 代 の 思 い 出 を何 度 も繰 り返 して 語 っ て い た こ と

が 窺 わ れ る。 長 年 に わ た っ て繰 り返 し語 り聞 か せ る とい う行 為 は,物 語 りに

追 加 と削 除 と変 貌 を 与 え なが ら,そ の 物 語 を彼 の 想 像 力 に 深 く植 え付 け 熟 成

させ,や が て 作 品 とな って 結 実 させ る。Twainに とっ て,物 語 る とい う行 為

は 作 品 完 成 に 至 る ま で の い わ ば リハ ー サ ル とい え る もの で,"OldTimes"の

中 で 語 られ る挿 話 の 多 くが,こ の よ う な道 を経 て 来 た もの で あ ろ う こ とは 容

易 に 想 像 で き る。Wileyの 話 もそ の よ うな物 語 の 中 の一 つ で あ り,特 に 聞 き手

に と って は 印 象 深 か っ た もの と思 わ れ る。とい うの は,同 じ くTwainの 記 者

仲 間 で あ っ たDanDeQuilleが,1875年1月24日 号 のTerritorialEnte?Prise

誌 上 に"PilotWylie"な る作 品 を発 表 した。 内 容 的 に も"OldTimes・ の連 載

第6回(Lzfeの14章)に お い てCaptainYが 語 るWileyに つ い て の 逸 話

Mark Twain was proud of both the piloting profession  and his success 

in it. Together, Gillis's remark and Mark Twain's resentful response 

show that what the ex-pilot denied to be lies were his tales of his 

treasured Mississippi River experiences that he had told and probably 

retold, with enthusiasm and trust, to his journalist friends. No doubt 

some of those early tales featured Strother Wiley, pilot Sam Bowen of 

the Dickey, and the famous steamboat Glaucus that sank just off 

Hannibal. ("Proposed Calendar" 26)
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と多 くの 類 似 点 が あ る。偶 然 に も同 時 期 に類 似 し た二 つ の 作 品 が 発 表 され た

理 由 は 明 らか で は な い が,DeQuilleに 水 先 案 内 の 経 験 が 皆 無 で あ る こ と を考

え れ ば,彼 はNevada時 代 にTwainか ちWileyの 話 を何 度 も聞 か さ れ て い

て,そ の 時 の 記 憶 を も とに 作 品 を書 い た もの と考 え ら れ る。5)"01dTimes"に

お い て は,Bixbyと 見 習 いSamが 中 心 とな り,Wileyは 脇役 に 過 ぎな い の だ

が,Twainが 実 際 に仲 間 に思 い 出 を語 る 時,典 型 的 な水 先 案 内 人 と して 頻 繁

に 語 っ た の はWiley,又 はWiley的 人 物 で あ っ た の で は な い か 。何 度 も語 り

繰 り返 す うち,様 々 な性 格 が 付 与 され や が て 矛 盾 に 満 ち た 人 物 像 が 形 成 さ れ

る。 作 品 に描 か れ たWileyは そ の よ うな過 程 を経 た 結 果 で あ ろ う。 ま た"a

tirelesstalker"で あ り"witandhumor"と"amostirreverentindependence"

を持 ち合 わせ て い た こ と を考 慮 す れ ば,Wileyは 作 家Twainと も類 似 点 を

も っ た人 物 で あ る。TwainはWileyの 中 に 自 ら の 姿 を見,Wileyを 通 し て 自

らの 姿 を,誇 張 を加 え な が ら,語 って い た と考 え られ る。

"01dTimes"の 中 に は 明 確 に語 られ て い な い もの が あ る
。 それ は 当 時 の 蒸

気 船 輸 送 業 界 の 実 状 で あ る。Hannibalの 船 着 き場 で少 年 時 代 のSamが 見 た

蒸 気船 は次 の よ う に描 か れ て い る。

国 の 南 北 を縦 断 す る大 動 脈Mississippi川 の 船 舶 運 送 業 は 当 時 そ の 絶 頂 に あ

り,ま さ に蒸 気船 全 盛 の 時 代 で あ っ た 。 き らび や か に飾 り立 て た豪 華 な船 の

姿 は,少 年 た ちの あ こ が れ の 的 で あ っ たが,け ば け ば しい ほ どの そ の 姿 は,

南 北 戦 争 とそ の 後 の鉄 道 交 通 に よ って や が て 消 え去 る運 命 に あ る あ だ 花 で あ

っ た とい う歴 史 を持 ち 出 す ま で もな く,こ の 引 用 部 は何 か 危 うい予 感 を与 え

る。 事 実,金 メ ッ キ さ れ た華 や か さは さ ま ざ まな 矛 盾 を そ の 下 に 隠 し持 っ て

い た 。BernardDeVotoは 次 の よ うに 当時 の 蒸 気 船 輸 送 業 界 の 内情 を語 っ て

い る。

5)Wileyを め ぐるTwainとDeQuilleの 関係につ いては,Berkove参 照。

She is long and sharp and trim and pretty; she has two tall, fancy-

topped chimneys, with a gilded device of some kind swung between 

them; a fanciful pilot-house, all grass and "gingerbread," perched on 

top of the "texas" deck behind them; the paddle-boxes are gorgeous 

with a picture or with gilded rays above the boat's name;  ... (65)
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蒸 気 船 の 度 々 の 惨 事 は 河 川 の 整 備 不 良 や 未 熟 な操 船 技 術 のせ い で もあ った が,

最 大 の 原 因 は莫 大 な利 益 獲 得 過 程 に お い て 横 行 す る不 良船 舶 の 建 造,贈 収 賄

や 背 任,人 命 さえ 顧 み な い 良 心 な き商 業 主 義 とい う構 造 そ の もの の 中 に あ っ

た。16章 で華 や か に 繰 り広 げ られ る 蒸 気船 間 の競 争 を語 る"racingdays"も,

実 際 は勝 利 に よ る名 声 に よ って よ り大 きい 利 益 を得 よ う とす る"commercial

basisofprofit"に 基 づ い た 熾 烈 な戦 い を描 い た もの だ っ た こ とが わ か る。

こ の よ う な背 景 を考 慮 しつ つ14章 の エ ピ ソー ドを読 ん で 見 る と,Wileyの

人 物 像 の新 た な一 面 が 明 らか に な っ て くる。 こ の エ ピ ソー ドは 先 に 言 及 した

CaptainYの 話 の す ぐ後 に語 られ る もの で あ る が,こ こ で はWileyの 冷

静 な行 動,い わ ば計 算 され た奇 行 に よ る 賃 上 闘 争 が 描 か れ て い る。 慢 性 的金

欠 病 のWileyに 付 け 込 ん で,あ る船 長 が 同 業 組 合 に は 内 緒 で彼 を相 場 の 半 分

の 給 料 で雇 う こ とに 成 功 す る。 しか し こ の 契 約 を 自慢 し た い船 長 は 吹 聴 して

回 る。腹 を立 て たWileyは 平 然 と 口笛 を吹 き なが ら,わ ざ とゆ っ く り船 を操

The trade of steamboating was carried on in a competition which was 

typical of the age and far worse than anything the pioneering railroads 

achieved. It was an American commerce, without conscience, responsi-

bility, or control. The financial returns it offered were so great that, 

whatever happened to boats, crews, or passengers, owners might count 

on profits. The proverbial frequency of disasters rested on snags, 

groundings, and lack of skill to some extent, but more than all else on 
fraudulent jerry-building and inferior material. The soundly built boat 

was the exception, a product of occasional pride or responsibility; the 

average boat was assembled from inferior timber and machinery, 

thrown together with the least possible expense, and hurried out to 

snare her portion of the unimaginable profits before her seams opened 

or her boiler heads blew off. Once launched, she entered a competition 

ruthless and inconceivably corrupt. No  device for the fraudulent cap-

ture of freight and fares was overlooked. Everything that chicanery , 
sabotage, bribery, and malfeasance could devise was a part of the 

commonplace mechanism of the trade. The very poetry of racing rested 

on the commercial basis of profits to be made from reputation and 

superior speed. (108-109)



50藤 崎 睦 男

縦 して船長を困 らせ,つ いには相場の賃金にまで上げさせ る。この話は表面

的には機知に富んだWileyが 吝沓 な船長をや り込め るとい う個人的なレベ

ルでの笑話である。 しか し同時に組合か ら分断して低賃金で雇用 しようと試

みる経営者側 とそれに対抗す る従業者の遵法闘争,と いう時代を反映する側

面をも持つ。また次の15章 では,水 先案内人達が同業者 とその家族保護のた

めに組合 を結成す るに至 ったい きさつが語 られ るが,内 容的には前章 の

Wileyの 賃金闘争につながるものである。現実のStrotherWileyは この組合

の前身である組合の初代組合長であ り,ま た自らが議長 となった会議におい

て賃上げ議決をした という事実 は既に述べ た。Twainの 描 くWileyは 表面

的にはその奇行が強調されているが,そ の奇行は実際には彼の もつ反権力的

独立心の一つの現れでであると考 えられる。Wileyの 奇行に現実のStrother

Wileyの 行動 を重ね合わせ る事によって新たな意味が浮 き上がって くるので

ある。Twainが"OldTimes"を 書 くに際 し,川 で出会 った人々の 中で も

Wileyは 特に忘れ難iい人物だったと,Branchは 次のように述べている。

当時,ま だ制度的にも不備が多 く船の材質 も悪い中で,利 益のみを追求 して

いた業界においてただ一つ頼 りになるのは自らの腕であ り,権 威に屈 しない

独立精神であった。 また同時に,欺 隔 と賄賂 と不正行為が横行 していた蒸気

船輸送業界に立ち向かう時には,仲 間をまとめる"virtues"だ けでな く,搦 手

からゲ リラ的に対抗する八方破れの"eccentricities"も 必要だった。Twainは

1874年 の水先案内見習い時代の思い出を"OldTimes"の 中で語る時,自 らの

水先案内人としての経験 を,未 熟な少年Samや 水先案内人の理想像 として

のBixbyの 姿を通 して描いたが,そ れだけでは描 き切れない部分 を,物 語が

得意でバイオ リンを弾 く愛すべ きWileyの 中に描こうと試みたのである。そ

して現実のStrotherWileyの 人物像を明らかにすることによって,我 々は

Twainの 描 くWileyの 奇行の中には彼の他の側面,作 者がが直接には描か

なかった現実,っ まりMississippi川 の水先案内人の蒸気船輸送業界での戦

Wiley is one of the most unforgettable persons the author met on the 

river. He was a man Clemens loved, whose stories he relished, and 

whose virtues and eccentricities remained alive in his imagination when 

he wrote "about old Mississippi days of steamboating glory and gran-

deur" for his friend Howells. ("Proposed Calendar" 25,  l&  A")
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い を読 み 取 る こ とが で き るの で あ る。

"Old Times on the Mississippi"
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